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1  1ま   し め に

鶏卵の青色色素は褐色色素プロトポルフィンが変化した

胆汁色素ビリベルジンとされ、常染色体上の優性遺伝子 ,

青色卵殻 (の によって発現する.=そ の色相は,褐色卵
殻遺伝子 (Multifactorial)。 の多少によって,自色から
赤緑色まで種々に変化する。著者 らは青色卵殻遺伝子を保

有する合成種「あすなろ卵鶏」を開発し,特殊卵生産鶏と
して普及させているところであるが,この鶏種の卵殻色を
より濃い緑色にする選抜を試みたのでその概要を報告する。

2試 験 方 法

試験区分及び供試羽数は表 1に示した。供試鶏は当場造

表 1 試験区分及び供試羽数

1     865  -075
2     577  -084
3    -133    141
累計   2050  -713      2763
注 選抜指数の標準偏差‐1476

表3 選抜指数値の世代別平均値

1     -457  -1263
2      423   -998
3    -048  -2024
4     -098  -1663
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表 2 選抜指数値の世代別抜粋差 (雌雄平均値)

世代 ふ化年次 選抜区 対象区

成のあすなろ卵鶏である。この鶏種はアロウカナ種由来の

青色卵殻 (Blue egg she11)遺伝子・)を保有 している。
基礎世代は1992年に孵化した。選抜区はL・ a'b・ (cIE,

1976)表色系のによる31週齢卵殻色に基づき,L'及び a・
を低くする指数選抜を行った。指数式は,供試鶏の遺伝的
パラメータから求めたI=-1× L・ -13× a・ でぁり, こ
の指数値を高める方に雌鶏は個体選抜,雄鶏は全きょうだ
い雌鶏の平均値で選抜した。なお,3世代目の選抜からは
産卵率を加味した。対照区は基礎世代で選抜されなかった

個体を基礎鶏として毎世代無選抜で維持した。卵殻色はミ

ノルタカメラ株式会社製色彩色差計 CR‐ 200を 用い,31週
齢前後5日 間に産卵された正常卵を個体当たり3個測定し
た。統計量は個体平均値に基づき算出した。実現遺伝率は

Falconerの方法1)に よって算出した。

3 試験結果及び考察

0)選 抜 差
選抜指数値の世代別選抜差 (雌雄平均値)は表 2に示し
たとおりである。選抜区は基礎世代から2世代目まで039
～050の選抜強度が得られたが,3世代目はほとんど選抜
がかからなかった。これは,この世代から産卵率に配慮 し
た選抜を行ったためである。一方,対照区は,基礎世代で
は選抜されなかった個体を親としたため指数値の低い方に

選抜がかかった。しかし,その後の世代ではほとんど選抜

はかからなかった。結果的に選抜 4世代にわたる累積選抜
差は実際値で2763,標準偏差単位で187と なった。
佗)選抜反応
選抜指数値の世代別平均値は表 3に示したとおりである。
選抜区は基礎世代-1334で あったが,選抜 4世代目で
は-098ま で高くなった。一方,対照区は世代を経るにし
たがい-1263～ -2024と やや低くなる傾向があった。選
抜区の対照区からの偏差として示される選抜反応は選抜 4

世代目の実際値で1565,標準偏差単位で106で あった。
選抜反応の累積選抜差に対する比として示される実現遺伝

率は057と なった。これは,基礎集団におけるL'及び a`
の遺伝率推定値 (それぞれ062及び045)に近似していた。
回帰分析の結果,世代に対する選抜反応の直線回帰係数は
選抜区及び対照区とも有意ではなかった。

6)相関反応
卵殻色及び生産形質の世代別推移は図 1に示したとおり

である。世代に対する直線回帰係数が有意になった形質は

選抜区では L・ (P<010),卵 重 (P<001)及 び体重
(P 005),対照区では卵重 (P<005)であった。世代
当たりの変化量は,いずれも負の値で,選抜区の L・ ,卵
重及び体重がそれぞれ062,12g及 び39g,対照区の卵重
は10gであった。 L'及び体重の有意な減少は選抜区での
み得られたことから選抜の影響が考えられる。一方卵重の

有意な減少は選抜区と対照区の両方から得られているので

選抜以外の要因が考えられる。選抜 4世代目における選抜
区と対照区の平均能力は表 4に示したとおりである。区間
差が有意となった形質はL・及び a・で,選抜区は対照区に
比べ,それぞれ285及 び098,標準偏差単位でそれぞれ136
及び098低かった。一方,産卵率,初産日齢,卵重及び体
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図 1 卵殻色及び生産形質の世代別推移

卵殻色 L・
卵殻色 a・
産卵率 (%)
初産日齢 (日 )

卵重 (g)
体重 (g)

8525   8810   -285
-648 -550 -098
680    657     23
1690    1664      26
548   559  -11
1 827    1,821       6

**

Ⅲ *

注 標準偏差 :L・ =209,a・ ‐101,**=p<001

重には区間に有意差がなかった。

14)考  察
選抜 4世代目の選抜区の L・及び a・ は対照区に比べ ,
有意に低かった。卵殻色の L・の低下は色を濃くし,a・ の

低下は緑の色相を強くすることを意味する。このため,本
試験で採用した選抜方法はあすなろ卵鶏の青色卵殻色をよ

り緑色に濃くしたものと考えられる。

産卵率及び初産日齢に選抜に伴う変化は見いだされなかっ

た。これには,産卵率を考慮した選抜の影響も考えられる。

卵重は世代を経るしたがい対照区と同様に減少した。卵重

は無選抜とすると自然淘汰により軽くなることが報告され

ている3t本試験にもこのような要因が関与したことが考
えられる。卵重が低下しているため卵重を増加させる選抜

が必要である。体重も選抜にともない減少する結果となっ

た。基礎世代では,体重とL・及びa'の間にそれぞれ-037

及び-036の遺伝相関があった。このため,本選抜では体

重の増加が予測された。予測とは異なる結果となったが ,

体重の減少が選抜 4世代目で顕著になっていることから産

表4 選抜 4世代における「あすなろ卵鶏」の平均能力

形質 選抜区 対照区 差 有意差

卵率を考慮した選抜の影響が考えられる。すなわち,産卵

率と体重は-025と 負の相関があったため産卵率を高める

選抜が体重を軽くした。しかし,対照区の体重も選抜 4世

代目で軽くなっていることから環境的な要因の関与もある。

4 ま  と  め

青色卵殻色のL・及び a・を低くする指数選抜を行ったと

ころ,選抜 4世代で指数値の雌雄平均累積選抜差は2763,

標準偏差単位で187,選抜反応は1565,標準偏差単位で
106,実現遺伝率は057が得られた。選抜区の L・及び a・

は,対照区に比べそれぞれ285及び098,標準偏差単位で
それぞれ136及び098低下し,卵殻色の緑色相が濃くなっ

た。産卵率,初産日齢,卵重及び体重には区間に有意差が

なかった。
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